
９
．
騒
音
・
振
動
関
係
デ
ー
タ

■
概
　
要

府
で
は
、
環
境
騒
音
（
一
般
地
域
及
び
道
路
に
面
す
る
地
域
）、
航
空
機
騒
音
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
、
鉄

軌
道
騒
音
（
新
幹
線
鉄
道
を
除
く
。）
、
建
設
作
業
騒
音
、
小
規
模
飛
行
場
騒
音
、
振
動
及
び
低
周
波
音
に

つ
い
て
環
境
保
全
目
標
（
巻
末
資
料
参
照
）
を
定
め
て
お
り
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
各
種
施
策
を
講
じ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
１９
年
度
に
講
じ
た
主
な
施
策
及
び
環
境
保
全
目
標
の
達
成
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
１
）
道
路
に
面
す
る
地
域

道
路
面
の
改
良
な
ど
の
道
路
構
造
対
策
及
び
交
通
規
制
な
ど
の
交
通
流
対
策
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

環
境
保
全
目
標
の
達
成
状
況
は
、
８７
.９
％
（
昼
間
・
夜
間
と
も
に
達
成
）
で
し
た
。（
９
－
１
）

（
２
）
一
般
地
域

工
場
・
事
業
場
、
建
設
作
業
及
び
カ
ラ
オ
ケ
騒
音
に
つ
い
て
騒
音
規
制
法
、
振
動
規
制
法
及
び
府
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
規
制
・
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
保
全
目
標
の
達
成
状
況
は
、
７４
.６
％
（
昼
間
・
夜
間
と
も
に
達
成
）
で
し
た
。（
９
－
２
）

（
３
）
航
空
機
騒
音

大
阪
国
際
空
港
周
辺
で
緑
地
整
備
や
民
家
防
音
工
事
な
ど
の
周
辺
環
境
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

大
阪
国
際
空
港
周
辺
及
び
関
西
国
際
空
港
周
辺
に
お
い
て
航
空
機
騒
音
の
実
態
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
保
全
目
標
の
達
成
状
況
は
、
大
阪
国
際
空
港
周
辺
に
お
い
て
は
常
時
測
定
で
は
全
て
の
測
定
局

で
達
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
随
時
測
定
で
は
９
地
点
中
１
地
点
で
達
成
し
ま
し
た
。
一
方
、
関
西
国

際
空
港
周
辺
に
お
い
て
は
随
時
測
定
で
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
を
算
出
で
き
た
５
地
点
中
す
べ
て
の
地
点
で
達
成
し

ま
し
た
。（
９
－
３
、
９
－
４
、
９
－
５
）

（
４
）
新
幹
線
騒
音

関
係
市
町
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
騒
音
振
動
対
策
を
促
進
す
る
と
と
も
に
新
幹
線
騒
音
の
実
態
把
握

を
行
い
ま
し
た
。

環
境
保
全
目
標
の
達
成
状
況
は
、
７７
.８
％
で
し
た
。（
９
－
６
）

■
現
況
デ
ー
タ

９
－
１
　
環
境
騒
音
（
道
路
に
面
す
る
地
域
）
の
環
境
保
全
目
標
達
成
状
況

（
平
成
１９
年
度
）

注
）
１
　
非
近
接
空
間
：
幹
線
交
通
を
担
う
道
路
に
近
接
す
る
空
間
の
背
後
地
や
幹
線
道
路
以
外
の
道
路
に
面
す
る

地
域

２
　
昼
間
：
午
前
６
時
～
午
後
１０
時
　
　
夜
間
：
午
後
１０
時
～
翌
日
の
午
前
６
時

９
－
２
　
環
境
騒
音
（
一
般
地
域
）
の
環
境
保
全
目
標
達
成
状
況 （
平
成
１９
年
度
）

注
）

１
　
地
域
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
巻
末
資
料
（
環
境
保
全
目
標
）
を
参
照

２
　
昼
間
：
午
前
６
時
～
午
後
１０
時
　
　
夜
間
：
午
後
１０
時
～
翌
日
の
午
前
６
時

A
A
：
 特
に
静
穏
を
要
す
る
地
域
 

地
域
の
類
型
 

地
点
数
 

全
 
 
地
 
 
域
 

昼
夜
と
も
 

基
準
値
以
下
 

昼
　
の
　
み
 

基
準
値
以
下
 

夜
　
の
　
み
 

基
準
値
以
下
 

昼
夜
と
も
 

基
準
値
超
過
 

A
：
専
ら
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域
　
及
び
 

B
：
主
と
し
て
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域
 

C
：
 相
当
数
の
住
居
と
併
せ
て
商
業
、
工
業
 

　
　
等
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域
 

上
段
：
％
 

下
段
：
地
点
数
 

［
　　
　
　
  　
］ 

2  

32
7  

12
4  

45
3  

10
0.
0 

2  

74
.3
 

24
3  

75
.0
 

93
  

74
.6
 

33
8

0.
0 0  

16
.8
 

55
  

14
.5
 

18
  

16
.1
 

73

0.
0 0  

2.
8 9  

3.
2 4  

2.
9 

13

0.
0 0  

6.
1 

20
  

7.
3 9  

6.
4 

29

幹
線
交
通
を
担
う
道
路
 

に
近
接
す
る
空
間
 

府
　
域
　
全
　
地
　
域
 

評
価
戸
数
 

昼
 夜
 と
 も
 

基
準
値
以
下
 

昼
　
の
　
み
 

基
準
値
以
下
 

昼
 夜
 と
 も
 

基
準
値
超
過
 

夜
　
の
　
み
 

基
準
値
以
下
 

非
　
近
　
接
　
空
　
間
 

上
段
：
％
 

下
段
：
戸
数
 

［
　
　
　
  　
］ 

24
9,
67
1 

 

36
2,
42
5 

 

61
2,
09
6

81
.6
 

20
3,
72
8 

 

92
.2
 

33
4,
04
9 

 

87
.9
 

53
7,
77
7

9.
6 

24
,0
15
 

 

2.
6 

9,
43
3 

 

5.
5 

33
,4
48

0.
2 

44
8  

0.
6 

2,
26
3 

 

0.
4 

2,
71
1

8.
6 

21
,4
80
 

 

4.
6 

16
,6
80
 

 

6.
2 

38
,1
60
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９
－
３
　
大
阪
国
際
空
港
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
常
時
測
定
結
果
の
推
移

注
）
１

W
E
C
P
N
Lは
、
騒
音
が
１
日
に
何
回
も
繰
り
返
さ
れ
た
時
、
１
日
の
総
騒
音
量
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
戻

し
平
均
し
た
も
の
で
、
時
間
帯
の
違
い
に
よ
る
感
じ
方
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。

２
〔

〕
内
は
、
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
保
全
目
標
の
地
域
の
類
型
（
Ⅰ
：
専
ら
住
居
の
用
に
供
さ
れ

る
地
域
　
Ⅱ
：
Ⅰ
以
外
の
地
域
で
あ
っ
て
通
常
の
生
活
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
）
を
示
す
。

９
－
４
　
大
阪
国
際
空
港
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
随
時
測
定
結
果

（
平
成
１９
年
度
）

注
）
１

指
定
区
域
は
、「
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
く
騒
音
対
策
区
域
を
示
す
。

２
　
地
域
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
巻
末
資
料
（
環
境
保
全
目
標
）
を
参
照

Ⅰ
：
専
ら
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域

Ⅱ
：
Ⅰ
以
外
の
地
域
で
あ
っ
て
通
常
の
生
活
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域

測
　
定
　
地
　
点
 

住
　
　
　
　
　
所
 

測
　
定
　
日
 

指
定
 

区
域
 
地
域
 

類
型
 

測
定
結
果
 

（
３
日
間
 

パ
ワ
ー
平
均
） 

 
W
E
C
P
N
L

環
境
保
全
目
標
の
 

達
成
状
況
 

 
達
　
成
：
○
 

非
達
成
：
×
 

 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

９
 

勝
部
大
気
測
定
室
前
 

池
田
市
下
水
処
理
場
 

建
設
局
公
共
施
設
 

充
当
用
地
 

淀
川
河
川
事
務
所
 

毛
馬
出
張
所
 

神
田
会
館
 

庄
内
東
セ
ン
タ
ー
 

ロ
ー
ズ
文
化
ホ
ー
ル
 

服
部
寿
セ
ン
タ
ー
 

青
年
の
家
い
ぶ
き
 

豊
中
市
勝
部
２
丁
目
13
2 

池
田
市
ダ
イ
ハ
ツ
町
３
 

大
阪
市
淀
川
区
西
三
国
1ー
36
 

大
阪
市
北
区
長
柄
東
3ー
3 

池
田
市
神
田
３
丁
目
5ー
16
 

豊
中
市
庄
内
東
町
3丁
目
7ー
15
 

豊
中
市
野
田
町
4ー
1 

豊
中
市
服
部
寿
町
２
丁
目
19
ー
9 

豊
中
市
服
部
西
町
４
丁
目
13
ー
1

２
種
 

１
種
 

１
種
 

―
 

１
種
 

１
種
 

１
種
 

１
種
 

１
種
 

78
 

76
 

75
 

71
 

71
 

78
 

80
 

76
 

76

×
 

×
 

×
 

○
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

10
月
23
日
～
25
日
 

10
月
24
日
～
26
日
 

10
月
23
日
～
25
日
 

〃
 

10
月
24
日
～
26
日
 

10
月
23
日
～
25
日
 

〃
 

〃
 

〃
 

Ⅱ
 

Ⅱ
 

Ⅰ
 

Ⅱ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

番 　 　 号  
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９
－
５
　
関
西
国
際
空
港
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
随
時
測
定
結
果
（
平
成
１９
年
度
）

注
）
１
　
地
域
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
巻
末
資
料
（
環
境
保
全
目
標
）
を
参
照

Ⅰ
：
専
ら
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域

Ⅱ
：
Ⅰ
以
外
の
地
域
で
あ
っ
て
通
常
の
生
活
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域

２
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
及
び
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
の
平
均
値
は
、
暗
騒
音
（
航
空
機
騒
音
を
除
い
た
騒
音
）
よ

り
１０
デ
シ
ベ
ル
以
上
大
き
い
航
空
機
騒
音
の
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
か
ら
算
出

３
表
中
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
欄
の
「
－
※
１
」
は
、
日
中
の
み
測
定
を
行
い
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
を
算
出
し
て
い

な
い
こ
と
を
示
す
。
ま
た
「
－
※
２
」
は
、
暗
騒
音
よ
り
１０
デ
シ
ベ
ル
以
上
大
き
い
航
空
機
騒
音

が
観
測
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
が
算
出
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
す
。

９
－
６
　
新
幹
線
鉄
道
騒
音
の
環
境
保
全
目
標
達
成
状
況

（
平
成
１９
年
度
）

注
）
１
　
地
域
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
巻
末
資
料
（
環
境
保
全
目
標
）
を
参
照

Ⅰ
：
主
と
し
て
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域

Ⅱ
：
商
工
業
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域
等
Ⅰ
以
外
の
地
域
で
あ
っ
て
通
常
の
生
活
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る

地
域

２
　
測
定
地
点
別
内
訳
の
数
値
は
、
近
接
側
軌
道
中
心
か
ら
測
定
地
点
ま
で
の
距
離
を
示
す
。

９
－
７
　
在
来
線
鉄
軌
道
の
騒
音
振
動
実
態
調
査
の
結
果

注
）
１
　
測
定
値
は
、
近
接
側
軌
道
の
中
心
か
ら
概
ね
１２
.５
ｍ
地
点
で
の
値
を
示
す
。

２
　
測
定
は
、
平
成
１３
～
１５
年
に
か
け
て
実
施
。

平
　
坦
 

高
　
架
 

盛
　
土
 

全
　
体
 

28
 

17
 

15
 

60

76
～
87
 

67
～
80
 

72
～
87
 

67
～
87

83
.1
 

73
.8
 

81
.2
 

81
.3

57
～
71
 

51
～
63
 

54
～
70
 

51
～
71

65
.4
 

57
.8
 

63
.8
 

63
.8

47
～
64
 

48
～
60
 

47
～
61
 

47
～
64

55
.8
 

54
.0
 

53
.3
 

54
.7

ピ
ー
ク
騒
音（
ｄ
Ｂ
） 

等
価
騒
音（
ｄ
Ｂ
） 

振
動（
ｄ
Ｂ
） 

地
点
数
 

軌
道
構
造
 

最
大
～
最
小
 
平
　
均
 
最
大
～
最
小
 
平
　
均
 
最
大
～
最
小
 
平
　
均
 

地
域
の
類
型
 

測
定
回
数（
回
） 

 

環
境
保
全
目
標
達
成
回
数（
回
） 

達
　
成
　
率（
％
） 

Ⅰ
 

Ⅱ
 

測
定
地
点
別
内
訳
 

測
定
地
点
別
内
訳
 

１２
．５
ｍ
 
２５
ｍ
 

５０
ｍ
 

１２
．５
ｍ
 
２５
ｍ
 

５０
ｍ
 

そ
の
他
 

24
12

16
 

67

5 1 20

10
 

7 70

8 8 10
0

1 0 0

4 4 10
0

4 4 10
0

4 4 10
0

12
 

10
0

実
施
主
体
 

測
定
地
点
 

測
　
定
　
日
 

地
域
 

類
型
 

 
測
定
結
果
 

 
W
E
C
P
N
L

環
境
保
全
目
標
の
 

達
成
状
況
 

　
 

達
　
成
：
○
 

非
達
成
：
×
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

９
 

二
色
の
浜
公
園
 

小
島
総
合
集
会
所
 

高
石
市
高
砂
３
丁
目
地
先
 

府
営
堺
泉
北
港
汐
見
公
園
 

忠
岡
新
浜
緑
地
 

光
明
池
堤
敷
 

岸
和
田
市
役
所
 

第
２
別
館
屋
上
 

貝
塚
市
二
色
４
丁
目
緑
道
 

阪
南
市
立
尾
崎
住
民
ｾﾝ
ﾀｰ
 

52
 

60
 

－
※
１
 

－
※
１
 

－
※
１
 

－
※
２
 

52
 

59
 

58

○
 

○
 

－
※
１
 

－
※
１
 

－
※
１
 

－
※
２
 

○
 

○
 

○
 

９
月
27
日
 

　
～
10
月
３
日
 

９
月
27
日
 

　
～
10
月
３
日
 

９
月
28
日
 

 10
月
２
日
 

 10
月
２
日
 

 ９
月
27
日
 

 ９
月
28
日
 

 10
月
５
日
 

 10
月
17
日
 

　
　
　
～
18
日
 

Ⅰ
 

Ⅰ
  Ⅱ
 

Ⅱ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

番 　 　 号  

　
府

　
 

 高
石

市
 

泉
大
津
市
 

忠
岡

町
 

和
泉

市
 

岸
和
田
市
 

貝
塚

市
 

阪
南

市
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■
騒
音
関
係
対
策
デ
ー
タ

９
－
８
　
道
路
に
お
け
る
遮
音
壁
、
低
騒
音
舗
装
の
設
置
状
況 （
平
成
１９
年
度
）

９
－
９
　
主
要
交
通
規
制
の
実
施
状
況

（
平
成
１９
年
度
末
現
在
）

注
）
１
　
（

）
は
、
地
域
規
制
数
を
外
数
で
示
す
。

２
　
バ
ス
優
先
規
制
と
は
、
バ
ス
専
用
道
路
、
バ
ス
専
用
通
行
帯
及
び
バ
ス
優
先
通
行
帯
を
い
う
。

３
大
型
等
通
行
禁
止
と
は
、
大
型
自
動
車
等
通
行
止
め
、
特
定
の
最
大
積
載
量
以
上
の
貨
物
自
動
車
等
通
行
止

め
を
い
う
。

９
－
１０

在
来
線
鉄
軌
道
騒
音
・
振
動
対
策
の
実
施
状
況
（
平
成
１９
年
度
末
現
在
）

９
－
１１

新
幹
線
鉄
道
騒
音
・
振
動
対
策
の
実
施
状
況 （
平
成
１９
年
度
末
現
在
）

　
　
　
   
対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容
 

　
　
46
.9
㎞（
上
下
線
の
合
計
） 

　
　
16
.9
㎞（
上
下
線
の
合
計
） 

　
　
  3
.8
㎞（
上
下
線
の
合
計
） 

　
　
39
.3
㎞（
上
下
線
の
合
計
） 

　
　
  5
.1
㎞（
上
下
線
の
合
計
） 

　
　
59
.5
㎞（
上
下
線
の
合
計
） 

　
　
10
 ヶ
所（
全
線
） 

1,
29
2戸
／
1,
29
5戸
（
完
了
戸
数
／
対
象
戸
数
） 

2,
20
4戸
／
2,
69
7戸
（
完
了
戸
数
／
対
象
戸
数
） 

26
4戸
／
30
4戸
（
完
了
戸
数
／
対
象
戸
数
） 

  
　
直
　
　
　
型
 

 防
音
壁
の
設
置
 
　
干
　
渉
　
型
 

  
　
嵩
　
　
　
上
 

バ
ラ
ス
ト
マ
ッ
ト
の
敷
設
 

弾
性

枕
木

の
敷

設
 

レ
ー

ル
の

重
量

化
 

鉄
橋

の
防

音
工

事
 

民
家
防
音
工
事
 
80
デ
シ
ベ
ル
対
策
 

  
75
デ
シ
ベ
ル
対
策
 

民
家

防
振

工
事

 

対
　
策
　
の
　
種
　
類
 

対
　
　
策
　
　
の
　
　
内
　
　
容
 

27
8.
1㎞
（
上
下
線
の
合
計
） 

98
7.
6㎞
（
　
　
 〃
 　
　
） 

　
76
.4
㎞（
　
 　
〃
　
 　
） 

41
 ヶ
所
 

42
5 
ヶ
所
 

12
8.
6㎞
（
延
長
距
離
） 

14
26
 ヶ
所
 

防
音

壁
の

設
置

 

ロ
ン
グ
レ
ー
ル
の
敷
設
 

弾
性

枕
木

の
敷

設
 

鉄
橋

の
防

音
工

事
 

無
道
床
鉄
橋
の
有
道
床
化
 

レ
ー
ル
表
面
の
削
 

正（
H
19
実
績
） 

一
般
部
 

溶
接
部
 

対
　
策
　
の
　
種
　
類
 

歩
行
者
用
道
路
 

（
自
転
車
歩
行
者
用
道
路
を
含
む
。
）
 

大
型
等
通
行
禁
止
 

一
方
通
行
 

駐
（
停
）
車
禁
止
 

一
時
停
止
 

最
高
速
度
 

40
～
80
km
/h
 

 
20
～
30
km
/h
 

バ
ス
優
先
規
制
 

自
転
車
歩
道
通
行
可
 

追
い
越
し
の
た
め
の
 

右
側
部
分
は
み
出
し
禁
止
 

4,
63
5 

(2
1)
 

5,
69
3 

(2
1)
 

11
,7
36
 

 
12
,5
63
 

(7
0)
 

63
,7
29
 

 
1,
87
3 
 

10
,2
05
 

(5
4)
 

73
  

1,
69
9 
 

1,
84
5

86
6 

2,
52
0 

2,
57
4 

7,
30
2 

―
 

2,
86
8 

5,
75
7 

11
2 

3,
14
7 

2,
32
5

合
　
　
　
　
計
 

区
　
間
 

延
　
長（
km
） 

区
間
等
 

規
制
種
別
 

国
 

西
日
本
高
速
道
路
㈱
 

阪
神
高
速
道
路
㈱
 

府
 

（
府
道
路
公
社
含
む
）
 

大
阪
市
 

堺
市
 

1
1
5
2
 

3
1
6
 

0
 

1
0
2
 

2
5
4
 

0

0
 

0
 

0
 

1
4
7
 

0
 

0

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

6
7
8
8
 

7
3
9
5
 

6
7
5
8
 

2
0
4
7
4
 

1
7
5
9
0
 

0

0
 

1
3
9
9
6
 

3
2
7
6
 

1
5
5
1
8
 

7
6
0
 

1
7
8
0

新
　
設
 

既
存
改
良
 

従
　
来
　
型
 

道
路
管
理
者
 

新
　
型
 

遮
　
音
　
壁
（
ｍ
）
 

低
騒
音
舗
装
（
ｍ
）
 

新
　
設
 

既
存
改
良
 

新
　
設
 

再
舗
装
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